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閉校を迎える村田第二小学校での閉校を迎える村田第二小学校での

村田第二小学校父母教師会が、閉校を前に「きもだめし&お泊まりイベント」を開催しました。
児童・保護者・先生方が協力し、みんなでつくり上げた、笑顔あふれる思い出の一日となりました。
村田第二小学校父母教師会が、閉校を前に「きもだめし&お泊まりイベント」を開催しました。
児童・保護者・先生方が協力し、みんなでつくり上げた、笑顔あふれる思い出の一日となりました。

キャー!!キャー!!
 夜の学校できもだめし! 夜の学校できもだめし!

みんなで 
　はい、チーズ!
みんなで 
　はい、チーズ!

みんなで お泊まりみんなで お泊まり

育てたジャガイモを

夜食に!
育てたジャガイモを

夜食に!

みんなの思い出、ずっと忘れない!みんなの思い出、ずっと忘れない!

ねる前に 
　しっかり歯みがき
ねる前に 
　しっかり歯みがき

おうちの方が 
　　手作りで…
おうちの方が 
　　手作りで… こんなすてきな井戸が

　できました!
こんなすてきな井戸が
　できました!

先生・おうちの方も 本
気の仮装で

盛り上げてくれました
!先生・おうちの方も 本
気の仮装で

盛り上げてくれました
!

子どもたちの未来に、
　議会が果たす責任

学校統合に関する条例改正を可決した議会として、
統合後も子どもたちの学びと成長を支える
教育環境を見つめ続けます。
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農道４カ所・水路１カ所・堰２カ所で補修が必要に

どう使う？
大雨被害の復旧

警戒レベル4の大雨（8/13～14）　農業施設と道路を復旧・対応

農林課　農業費 農業施設７カ所を復旧

　８月１３日の大雨による農業施設の被害状況は。Q
　現地を確認した結果、農道４カ所、水路１カ所、堰２カ所の計７カ所で補修が必要となったため、
復旧経費を計上した。

A

　令和８年第４回定例会は、９月８日から１７
日までの１０日間にわたり開催されました。
　この定例会では、専決事項の承認１件、認定
８件、条例の一部改正３件、条例廃止１件、補
正予算４件、同意１件、報告６件が提案されま
した。また、総括質疑３人、一般質問は６人が
町の考えや対応を質しました。

1480万円

土砂流入や側溝清掃、橋に引っかかった流木などを処分

建設水道課　道路橋りょう費 土砂・流木などに対応

　道路維持管理の追加経費は何に使うのか。Q
　道路パトロール、街路樹の剪定、支障木の伐採、大雨による土砂流入箇所や側溝の清掃、町が
管理する橋に引っかかった流木などの処分を行う。

A

1630万円



雨漏りを修繕する第二中学校体育館

空調設備の整備に向け設計を行う村田小学校体育館

3 村田町議会だより　第152号

9月定例会 議案第33号 9月定例会 議案第33号 

暮らしに
１億5808万円追加

学校・避難所の環境整備
教育総務課　中学校費 一中・二中の雨漏りを修繕 700万円

教育総務課　小学校費 村田小学校　空調整備へ設計 1050万円
　村田小学校体育館の設計委託料１０５０
万円の内容は。

Q

　冷暖房設備による児童の熱中症対策と、
非常用発電設備などによる災害時の避難所
機能の強化を図るため、設計を行う。

A

　中学校の雨漏りは、どこを修繕するのか。Q
　村田一中は体育館北側のカーテンボック
ス、放送室、控室、ステージ天井裏と校舎
の継ぎ目を修繕する。村田二中は体育館と
校舎３階階段ホールの雨漏りを修繕する。

A

一般会計補正予算
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暮らしにどう使う？
新規就農者のスタートを支援

　新規就農者への支援内容は。Q
　経営開始時点で４９歳以下の新規就農者を対象とし、交付期間は
３年間。今年度から新たに就農する１人に経営開始資金１６５万円
を交付する。制度変更に伴う追加分を合わせ、１８７万５千円を補
正する。

A

　支援を受ける新規就農者は、どのような作物を栽培するのか。Q
　今回新たに支援する１人は、ネギ、トウモロコシ、ニンニクなど
の露地野菜を計画している。既に支援を受けている対象者は、ブル
ーベリーやそら豆を栽培している。

A

　新規就農者は、どのような農業機械を導入するのか。Q
　農薬散布機、ネギの皮むき機と付属機械を導入する。A

　北沢公園のナイター設備はいつ復旧するのか。Q
　受電設備の変圧器が経年により故障しており、製作
には短くても３カ月程度かかる。例年１２月頃には冬
季閉鎖するため、今年度のナイター利用は実質的に厳
しいと見込んでいる。

A

農林課　農業費 農業次世代人材投資事業補助金 187万円
経営発展支援事業補助金 374万円

故障したナイター設備を補修する北沢公園

　公園管理の委託料は何に使うのか。また、なぜ９月
補正なのか。Q

Q

　トイレ清掃、除草、支障木の伐採などに加え、北沢
公園のナイター設備を補修する。管理業務を進める中
で委託料に不足が生じたことと、年度初めにナイター
設備の故障が判明したため補正する。

A

建設水道課　都市計画費 北沢公園 ナイター設備も補修 1580万円



園庭整備を行う大養家住宅 追加負担金を計上したみやぎ県南中核病院

解体せず、休憩所などとして利活用するクラブハウス

5 村田町議会だより　第152号

施設を活かし、地域を支える

　観光委託料は、どのような業務に使うのか。Q
　大養家の園庭整備や観光施設の草刈り、
宮城オルレ村田コースの除草・補修などを
行う。

A

生涯学習課　保健体育費 クラブハウス　解体から利活用へ 557万円
　旧ゲートボール場のクラブハウスは、ど
のように整備するのか。

Q

　当初はクラブハウスを解体して更地にす
る計画だったが、建物を詳しく確認した結
果、スケートボードパークの休憩所などと
して利活用できると判断し、解体せず改修
する。

A

まちづくり振興課　商工費 健康福祉課　病院費

観光施設の維持管理を追加
300万円

県南中核病院　追加負担の要因は
2402万円

　県南中核病院企業団への負担金が増額となっ
た要因は。

Q

　経営改善推進債の償還財源を確保したた
め。内訳は周産期医療、医師・看護師派遣費、
基礎年金拠出金、共済追加費用などで、構
成市町が負担割合に応じて負担する。

A

１億5808万円追加9月定例会 議案第33号 9月定例会 議案第33号 

一般会計補正予算
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議案等の審議結果及び概要
●審議結果

議案番号

承認第９号 ９月９日 12

12

12

12

12

̶

11

11

11

11

11

̶

0

0

0

0

0

̶ ̶

承認

認定

認定

原案可決

同意

報告

９月１７日

９月１７日

９月９日

９月１７日

９月９日・１７日

認定第１号

同意第１号

認定第２～８号

議案第29～36号

報告第８～13号

月日 審議結果出席
議員数

̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶

議

議

議

議

議

議

＊表決の区分　〇：賛成　×：反対　欠：欠席　　議：議長　̶：採決なし
＊議長は通常、採決に加わりません。報告案件は採決を行いません。

●9月会議で審議した議案等の概要

賛
　
成

会
議
名

９
月
会
議

反
　
対

加
藤
喜
太
郎

山
家
　
寛
二

大
久
保
廣
信

山
家
　
　
大

鈴
木
　
　
宏

鈴
木
　
正
信

菊
地
　
睦
夫

大
沼
　
吉
隆

髙
橋
　
　
勝

村
上
　
　
登

太
田
　
初
美

遠
藤
　
　
実

専決処分事項の報告承認について（損害額
を定め和解することについて）
町が設置した街路灯に車両が衝突して破
損。損害額248万8200円、相手方の責任割
合100%で和解。

承認第9号 令和8年度村田町国民健康保険事業特別
会計補正予算（第2号）
財政調整基金からの繰入金などを財源
に、主に過年度分の還付金や償還金などを
追加するもの。

議案第34号

令和8年度村田町介護保険事業特別会計
補正予算（第1号）
前年度の繰越金などを財源に、主に過年度
分の介護給付費に係る国への返還金など
を追加するもの。

議案第36号

令和8年度村田町後期高齢者医療特別会
計補正予算（第1号）
前年度の繰越金を財源に、後期高齢者医療
広域連合への納付金などを追加するもの。

議案第35号

村田町印鑑の登録及び証明に関する条例
の一部を改正する条例
印鑑の登録及び証明に関する手続の見直
しに伴い、所要の改正を行うもの。

議案第29号

村田町ゲートボール場設置管理及び運営に
関する条例を廃止する条例
施設の利用実態などを踏まえ、設置管理及
び運営に関する条例を廃止するもの。

議案第32号

令和8年度村田町一般会計補正予算
（第2号）
大雨災害への対応や復旧、学校施設の整
備、河川堤防除草、埋蔵文化財確認調査、
物価高騰対応子育て応援給付金などに係
る経費を計上するもの。

※2～5ページに掲載　   

議案第33号

村田町町税条例の一部を改正する条例
地方税法等の改正に伴い、所要の改正を行
うもの。

議案第30号

地域活力向上地域における固定資産税の
不均一課税に関する条例の一部を改正する
条例
固定資産税の不均一課税の適用期限など
を見直すもの。

議案第31号

※認定第1～8号に関連する各種会計の決
算状況は8ページ に掲載しています。

認定
第1～8号

※報告第9～13号に関連する財政健全化判
断比率・資金不足比率について、監査委
員の審査結果は7ページに掲載していま
す。

報告
第9～13号

村田町教育委員会委員の任命について
教育委員会委員に任命するため、議会の同
意を求めるもの。
氏名 関場 隆（大字小泉）

同意第1号

令和7年度一般財団法人村田町ふるさとリ
フレッシュセンター決算報告について
町が3000万円を出捐している法人の令和7
年度の事業実績及び決算を議会に報告す
るもの。

報告第8号
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審査結果を報告する眞壁監査委員

監査委員より決算審査意見書を町長へ提出

Ⅰ　

決
算
審
査
結
果

●
総
括
所
見

⑴
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算

の
実
質
収
支
額
は
、２
億
２
７
２
９

万
２
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
る
。単
年
度
収
支
は
５
０
２
８
万

８
千
円
で
あ
り
、こ
れ
に
積
立
金
を

加
え
た
実
質
単
年
度
収
支
は
５
８

９
４
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

各
種
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
は
、令
和
７
年
度
末
残
高
は
19
億

６
４
８
９
万
５
千
円
で
、
前
年
度
比

８
４
１
２
万
８
千
円（
４
・
５
％
）の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み

立
て
に
つ
い
て
は
、
財
政
健
全
化
へ

向
け
た
各
種
事
業
の
取
り
組
み
を

着
実
に
推
し
進
め
た
成
果
で
あ
り
、

大
い
に
評
価
で
き
る
。

　

引
き
続
き
、財
政
調
整
基
金
の
残

高
の
維
持
・
確
保
に
努
め
ら
れ
た

い
。

⑵
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

景
気
回
復
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
町
税
の
大
幅
な
歳
入
増
を
見
込

む
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
企
業
誘
致
の
促
進
や
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
及
び
町
有
資
産
の
有

効
活
用
な
ど
、
自
主
財
源
確
保
へ

の
取
り
組
み
や
、
各
種
シ
ス
テ
ム

関
連
経
費
の
縮
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
継
続
し
て
実
施
さ
れ
た
い
。

　

住
民
の
福
祉
の
増
進
及
び
中
長

期
的
な
振
興
発
展
に
繋
げ
る
た
め

に
は
、
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確

立
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

ら
れ
た
い
。

Ⅱ　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等

審
査
結
果

　

実
質
公
債
費
比
率
が
11
・
２
％

で
前
年
度
比
０
・
２
％
の
減
と

な
っ
た
が
、
将
来
負
担
比
率
は

43
・
３
％
で
、前
年
度
比
３
・
２
％

の
増
と
な
っ
た
。地
方
債
残
高
の

低
減
を
進
め
て
き
た
財
政
運
営
の

跡
が
伺
え
る
。

　

今
後
も
財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
を
ゆ
る
ぎ
な
い
形
で
推
進
し
て

も
ら
い
た
い
。

令和７年度
監査委員の各種会計決算及び財政健全化

判断比率等の審査結果報告
監査委員の各種会計決算及び財政健全化

判断比率等の審査結果報告
監
査
委
員
の
決
算
・
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
審
査
結
果
報
告

【
眞
壁　

孝　

代
表
監
査
委
員
】

※１　実質公債費比率：一般会計等が負担する地方債の元利
償還金等の実質的な公債費相当額に充当された一般財源（町
税、地方交付税等）の標準財政規模（標準的な規模の収入の
額）に対する比率であり、過去３ヵ年の平均値で表される。
※２　将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき実績的な
負債の標準財政規模（標準的な規模の収入の額）に対する比
率である。
※３　地方債許可団体：実質公債費比率が18.0%以上の地方
公共団体。一般的な市町村は、都道府県知事に協議すれば地
方債を発行できる制度となっているが、実質公債費比率が
18.0%以上の市町村は、都道府県知事の許可がなければ地方
債を発行できないことになっている。

比 率 名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率（宅地造成）

⑥資金不足比率（上水道）

⑦資金不足比率（下水道）

⑧資金不足比率（工水道）

令和７年度 早期健全化基準

̶

̶

11.2％

43.3％

̶

̶

̶

̶

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

20.0％

20.0％

20.0％

20.0％

令和７年度各種会計決算
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102.4
令和７年度各種会計決算を認定
　９月定例会において、令和７年度
の一般会計をはじめとした各種会計
決算認定案が８件（左表参照）提案
され、決算審査特別委員会の審査を
経て、本会議において採決されまし
た。一般会計ならびに７会計は全会
一致で認定されました。
　一般会計は、令和６年度に比べ歳
出が８．８％増となっています。令
和７年度の一般会計と特別会計、企
業会計をあわせた歳出総額、いわゆ
る村田町が使ったお金の総額は１０
２億４７５１万５千円となりまし
た。

令和７年度各種会計決算

歳出
総額

億
円認定

前年度比4
. 2%

前年度比4
. 2%

上回る上回る

※１　翌年度に繰り越すべき財源：翌年度へ繰り越された歳出予算の財源に充てる金額。
※２　実質収支額：歳入歳出差引額から事業繰越等に伴い翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた額であり、
　　当該年度に属すべき収入と支出の実質的な差額、すなわち純剰余額又は純損失額を示すものである。
＊端数処理のため、決算書の金額と一致しないことがあります。

一般会計歳出 性質別決算状況の推移

人件費 扶助費・補助費 公債費 物件費 普通建設事業費 維持補修費ほか

102.4 認定
令和７年度各種会計決算の状況 【単位：千円】

この表は一般会計歳出の性質別決算額の割合を年度ごとに示したものです。

令和５年度
5,990,837千円

671,324千円1,419,180千円1,207,724千円 696,967千円 976,920千円1,018,722千円

639,122千円令和６年度
5,835,645千円

1,437,122千円1,312,178千円 634,028千円 841,252千円971,943千円

職員給、議員
や各種委員の
報酬、地方公
務員共済組合
負担金などの
経費です。

施設の維持補修
費をはじめ、災害
復旧事業、他会
計への繰出金、
積立金などの経
費です。

町が以前に実施し
た事業資金として
借り入れたお金（町
債）の元利償還金
です。

社会保障制度の
一環として、法
律（児童・老人
福祉など）で定
められた経費や
各種補助金など
の経費です。

道路・住宅・公園、
学校、庁舎など公共
用または公用施設の
新増設の建設事業に
要する経費です。

委託料、旅費、備
品購入費、使用料、
電気、水道、消耗品
などの消費的性質
をもつ経費です。

令和７年度
6,348,292千円

1,498,663千円1,390,614千円 1,011,038千円 687,352千円616,292千円 1,144,333千円

会　計　名
一 般 会 計

小 計

小 計

合 計

会 計 名

特

別

会

計

国民健康保険事業
後期高齢者医療
介護保険事業
宅地造成事業

企

業

会

計

上水道事業（収益的収支）

上水道事業（資本的収支）

下水道事業（収益的収支）

下水道事業（資本的収支）

工業用水道事業（収益的収支）

工業用水道事業（資本的収支）

歳入総額
6,348,292
1,278,826
169,174
1,343,914
90,261

9,230,467

89,180

296
89,476

227,292
9,791
3,091
14,612
633

255,419

歳出総額 実質収支額※2

収入総額 支出総額 収入支出差引額

翌年度へ繰り
越すべき財源※１

350,666
92,082
324,179
243,259
6,862

1,017,048

388,627
36,261
351,025
119,045
7,608
　

902,566
10,477,928 10,247,515 89,476 140,937

37,961
△55,821
26,846

△124,214
746

△114,482

6,664,764
1,288,617
172,265
1,358,526
91,190

9,575,362
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■
村
上　
　

登　

議
員

　

令
和
７
年
度
に
お
け
る
公
共
工

事
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

行
わ
れ
住
環
境
整
備
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

公
共
工
事
な
ど
に
よ
る
公
的

資
金
の
投
入
は
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
就
労
者
の
収
入

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方

税
の
増
収
に
な
る
と
思
う
の
で
す

が
、
投
資
的
経
費
や
普
通
建
設
事

業
費
の
費
用
対
効
果
分
析
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　　

令
和
７
年
度
決
算
に
お
い
て
、

投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通
建
設
費

に
つ
い
て
は
約
10
億
１
１
０
０
万

円
、
前
年
度
比
59
・
５
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
及
び
人
と
人
を
結
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ

る
中
央
公
民
館
や
沼
辺
・
菅
生
地

区
公
民
館
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化

工
事
の
ほ
か
、
国
庫
補
助
金
を
活

用
し
た
市
町
村
道
整
備
事
業
な
ど

が
増
と
な
っ
た
要
因
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

公
共
事
業
な
ど
に
よ
り
就
労
者

の
収
入
が
増
加
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
受
注
さ
れ
た
企
業
の
経
営

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
就
労
者
の

賃
金
に
か
か
る
こ
と
は
把
握
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

自
治
体
の
公
共
工
事
に
お
け
る

費
用
対
効
果
の
分
析
は
、
住
民
福

祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
と
し
て

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

固
定
資
産
税
が
令
和
６
年
、

令
和
７
年
と
増
加
し
て
い
る
が

そ
の
要
因
は
何
か
伺
い
ま
す
。

　　

土
地
利
用
計
画
の
変
更
に
よ

る
用
途
区
域
が
拡
大
さ
れ
た
も

の
の
、
農
地
か
ら
宅
地
な
ど
へ

の
地
目
変
更
が
少
な
い
こ
と
か

ら
税
額
の
増
加
は
な
く
、
ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
９
年
度
は
評
価
替
え
の

年
度
と
な
っ
て
お
り
今
後
の
地

価
公
示
価
格
や
標
準
値
価
格
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

明
許
繰
越
費
が
多
額
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
８
年
度
の
予
算

執
行
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
適
正
な
執
行
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
８
年
１
月
に
施
行
さ
れ

た
下
請
法
改
正
の
影
響
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　

繰
越
明
許
費
の
事
務
執
行
に

つ
い
て
は
、
発
注
時
の
適
正
な

積
算
価
格
を
も
っ
て
事
務
事
業

を
執
行
し
て
お
り
、
法
改
正
に

よ
る
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
受
託
業
者

と
の
価
格
協
議
の
一
方
的
な
決

定
の
禁
止
や
手
形
払
い
の
禁
止
、

従
業
員
数
を
基
準
と
し
た
適
用

対
象
の
拡
大
な
ど
、
取
引
の
適

正
化
に
向
け
た
内
容
が
盛
り
こ

ま
れ
て
お
り
、
中
小
受
託
業
者

の
振
興
に
必
要
な
取
り
組
み
を

推
進
で
き
る
よ
う
、
国
・
県
と

相
互
に
連
携
が
図
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

町
と
し
て
は
中
小
事
業
者
が

適
正
利
益
を
確
保
し
、
事
業
継

続
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
今
後
と
も
法
令
を
遵
守
し

て
事
務
・
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

令和７年度
一般会計決算 総 括 質 疑総 括 質 疑

質
疑
1

質
疑
2

質
疑
3

財
政
課
長
答
弁

税
務
課
長
答
弁

建
設
水
道
課
長
答
弁
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村
田
町
の
令
和
７
年
度
一
般
会

計
の
決
算
規
模
は
、
歳
入
が
66
億

６
４
７
６
万
４
千
円
で
、
歳
出
が

63
億
４
８
２
９
万
２
千
円
と
な

り
、
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
の

決
算
額
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

　

要
因
と
し
て
、
歳
入
で
は
町
税

や
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
が

増
と
な
り
、
歳
出
で
は
、
人
件
費

や
投
資
的
経
費
で
あ
る
補
助
事
業

費
、
単
独
事
業
費
が
増
と
な
っ

た
。
決
算
認
定
に
伴
い
大
局
的
な

観
点
か
ら
、
主
要
施
策
の
課
題
に

つ
い
て
総
括
質
疑
す
る
。

　

施
政
方
針
で
新
築
校
舎
の
「
基

本
設
計
」
に
取
り
組
む
と
表
明
し

予
算
を
組
ん
だ
。
し
か
し
、
取
り

組
ん
だ
の
は
前
段
の
「
基
本
構

想
」
へ
と
後
退
・
変
更
は
、
計
画

性
や
予
算
執
行
の
整
合
性
を
点
検

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
基
本
設
計
か
ら
基
本
構
想
」

へ
と
見
直
さ
れ
た
前
提
条
件
の
変

更
と
背
景
は
何
か
。

　

基
本
設
計
委
託
料
を
予
算
化
し

た
が
、
基
本
構
想
に
変
更
し
た
と

の
指
摘
は
、
別
事
業
に
切
り
替
え

た
も
の
で
は
な
く
、
学
校
建
築
に

向
け
た
基
本
設
計
を
構
成
す
る
計

画
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
て
お

り
一
体
的
な
も
の
と
考
え
て
い

る
。
建
設
場
所
や
学
校
の
規
模
、

造
成
、
道
路
な
ど
整
備
条
件
を
整

理
し
基
本
設
計
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
学
校
建
築
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

５
年
間
に
及
ぶ
財
政
健
全
化
計

画
が
終
了
し
た
。

　

自
主
財
源
の
柱
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
町
有
財
産
の
活
用
を
据
え

財
政
指
標
の
目
標
も
定
め
た
。
基

本
方
針
に
掲
げ
た
取
り
組
み
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
、
ど
う
評
価

し
て
い
る
の
か
。

　

目
標
と
し
て
掲
げ
た
財
政
調
整

基
金
は
、
令
和
７
年
度
末
時
点
で

８
億
７
４
０
０
万
円
と
な
り
、
目

標
を
４
億
７
４
０
０
万
円
上
回
っ

た
。
ま
た
、
財
政
指
標
の
実
質
公

債
費
比
率
は
11
・
２
％
と
な
り
目

標
の
13
・
０
％
以
下
と
な
っ
た
。

計
画
期
間
に
お
い
て
、
町
長
を
先

頭
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
改
革
や

改
善
策
を
実
施
し
て
き
た
成
果
と

認
識
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
、
職
員
の
退
職
が
相
次

い
だ
。
健
全
化
計
画
の
外
部
委
員

か
ら
組
織
力
の
低
下
を
懸
念
す
る

提
言
や
町
監
査
委
員
か
ら
も
職
員

の
適
正
配
置
と
業
務
改
善
を
求
め

る
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
重
く

受
け
止
め
る
べ
き
だ
。
職
員
の
採

用
と
適
正
配
置
、
負
担
軽
減
に
ど

う
努
め
て
き
た
の
か
。

　

職
員
の
退
職
や
休
職
に
よ
り
、

各
課
の
執
行
体
制
に
影
響
が
出
て

い
る
こ
と
は
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
ま
た
、
外
部
委
員
や
監
査
委

員
か
ら
の
提
言
や
意
見
は
、
組
織

運
営
上
の
重
要
な
指
摘
と
認
識
し

て
い
る
。

　

職
員
採
用
は
、
計
画
的
に
人
材

の
確
保
に
努
め
て
き
た
が
、
応
募

者
の
減
少
で
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
採
用
の
強
化
、
人
材
育

成
、
適
正
配
置
に
よ
り
持
続
可
能

な
行
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

■
太
田　

初
美　

議
員

質
疑

質
疑

質
疑

教
育
総
務
課
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁

総
務
課
長
答
弁

学
校
再
編
に
つ
い
て

財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

相
次
ぐ
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

令和７年度
一般会計決算 総 括 質 疑総 括 質 疑
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■
山
家　
　

大　

議
員

　

令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
は
財

政
調
整
基
金
か
ら
１
億
９
２
０
１

万
円
の
繰
り
入
れ
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
決
算
で
は
繰
り
入
れ
を
行

わ
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、

年
度
末
の
基
金
残
高
は
目
標
の
４

億
円
を
大
き
く
上
回
る
８
億
７
５

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

当
初
の
繰
入
見
込
み
が
不
要

と
な
っ
た
要
因
は
何
か
。
ま
た
、

目
標
を
大
き
く
上
回
る
残
高
と

な
っ
た
こ
と
へ
の
評
価
と
、
町

が
考
え
る
適
正
水
準
に
つ
い
て

伺
う
。

繰
入
不
要
の
要
因

　

国
の
再
算
定
に
よ
る
普
通
交

付
税
の
増
、
特
別
交
付
税
の
増
、

町
税
の
増
に
よ
り
、
繰
入
な
し

で
財
政
運
営
が
可
能
と
な
っ
た
。

基
金
残
高
の
評
価
と
水
準

　

標
準
財
政
規
模
の
10
％
以
上

の
確
保
に
加
え
、
災
害
な
ど
不

測
の
事
態
に
備
え
た
積
み
増
し

も
必
要
。
今
回
の
残
高
確
保
は

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
結
果
で
あ
り
、
監
査
で
も
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
公
共
工
事
に
お
い

て
、
土
木
費
で
６
億
１
１
２
９
万

円
余
り
の
翌
年
度
繰
越
が
生
じ

た
。
国
の
交
付
金
決
定
時
期
な
ど

不
可
抗
力
な
要
因
が
あ
る
一
方
、

町
側
の
計
画
性
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

　

予
算
時
に
示
さ
れ
た
リ
ス
ク

管
理
や
事
前
精
査
、
設
計
精
度

向
上
の
方
針
は
、
実
際
の
事
業

執
行
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た

か
。

　

有
利
な
地
方
債
の
活
用
や
設

計
精
度
の
向
上
に
努
め
、
設
定

し
た
工
期
内
で
の
工
事
竣
工
が

図
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

外
部
要
因
に
よ
る
物
価
高
騰
な

ど
に
は
、
引
き
続
き
適
正
な
事

業
管
理
で
対
応
し
て
い
く
。

　

土
木
費
で
多
額
の
繰
越
が
生

じ
て
い
る
。
事
前
調
査
や
発
注

時
期
な
ど
計
画
や
進
め
方
に
お

い
て
改
善
点
や
見
直
す
点
は
な

か
っ
た
の
か
。

　

繰
越
は
国
庫
補
助
金
の
採
択

時
期
な
ど
に
合
わ
せ
た
適
切
な

手
続
き
で
あ
り
、
地
元
業
者
の

施
工
能
力
や
職
員
の
過
度
な
負

担
防
止
に
も
配
慮
し
進
め
た
結

果
で
あ
る
。
事
前
調
査
や
設
計

変
更
に
お
い
て
改
善
点
や
見
直

す
よ
う
な
事
例
は
な
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

令和７年度
一般会計決算 総 括 質 疑総 括 質 疑

　

財
政
状
況
が
良
い
と
き
に
積

み
立
て
、不
足
時
に
取
り
崩
す「
貯

金
」
の
よ
う
な
も
の
。
歳
入
歳

出
の
調
整
や
、
災
害
な
ど
の
緊

急
時
の
備
え
な
ど
で
使
わ
れ
る
。

財
政
調
整
基
金
と
は
？

財
政
調
整
基
金
の
運
用
と

決
算
結
果
に
つ
い
て

公
共
工
事
の
計
画
と
執
行

結
果
に
つ
い
て

質
疑

質
疑

追
質
疑

財
政
課
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁



審
査
結
果
を
報
告
す
る

　
　
　
　
　
　
　
山
家
大
委
員
長

老人憩の家
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地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ

　
　

ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

内
容
が
見
え
な
い
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
　

今
後
、立
ち
上
が
っ
た
社

　
　

団
法
人
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　　
　
　

防
犯
灯
の
設
置
が
年
々
減

　
　

っ
て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

　
　
　

既
存
防
犯
灯
の
維
持
が
基

　
　

準
で
、
他
は
区
長
な
ど
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
取
付
し
て

い
る
。

　
　
　

国
が
定
め
る
標
準
準
拠
シ

　
　

ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
お
い
て

シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
の
決
定
が
延

び
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　
　

移
行
期
間
が
５
年
延
び
た

　
　

の
で
、
そ
の
間
に
対
処
し
て

い
く
。

　
　
　

町
職
員
が
減
っ
て
い
る
が
、

　
　

業
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り

職
員
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

　
　
　

現
在
、
職
員
の
協
力
体
制

　
　

の
下
、
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
新
規
採
用
を
し
、
増

や
し
て
い
く
。

　
　
　

英
国
と
の
国
際
交
流
事
業

　
　

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

英
国
側
の
都
合
に
よ
り
進

　
　

ん
で
い
な
い
。

　
　
　

敬
老
会
を
開
催
し
て
い
る

　
　

地
区
と
、
記
念
品
を
配
っ
て

い
る
地
区
が
あ
る
が
、
支
援
は
同

じ
か
。

　
　
　

人
数
に
応
じ
て
支
給
し
て

　
　

い
る
。
敬
老
会
を
開
催
す
る

か
ど
う
か
は
地
区
に
任
せ
て
い

る
。

　
　
　

子
育
て
応
援
ヘ
ル
パ
ー
派

　
　

遣
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件

数
44
件
の
内
容
は
。

　
　
　

保
育
支
援
よ
り
は
、
庭
の

　
　

手
入
れ
、
窓
や
お
風
呂
掃

除
、
引
っ
越
し
の
手
伝
い
な
ど
、

手
が
届
き
に
く
い
部
分
の
依
頼
が

多
い
。

　
　
　

老
人
憩
の
家
の
耐
震
化
は

　
　

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
耐
震
化
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

　
　
　

水
質
が
基
準
値
を
超
え
て

　
　

い
る
町
内
河
川
の
対
応
は
。

　
　
　

人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

　
　

す
項
目
で
は
な
い
が
、
結

果
を
検
証
し
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

　
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

　
　

電
施
設
の
設
置
届
出
が
倍
に

な
っ
て
い
る
が
、
個
人
と
企
業
で

ど
ち
ら
の
申
請
が
多
い
の
か
。

決 算 審 査 特 別 委 員 会
令 和 ７ 年 度令 和 ７ 年 度

９月９日～９月１６日
　

令
和
７
年
度
の
村
田
町
各
種
会

計
決
算
に
あ
た
り
、
本
定
例
会
よ

り
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
そ
の

審
査
が
付
託
さ
れ
、
審
査
委
員
長

に
山
家
大
議
員
、
副
委
員
長
に
加

藤
喜
太
郎
議
員
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

９
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
、
現

地
調
査
を
含
め
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
令
和
７
年
度
各
種
会
計
決

算
は
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け

る
質
疑
応
答
の
概
要
を
報
告
し
ま

す
。

　

歳　
　

出

問問問問

問問

問問問

答

問答

答答

答 答答

答 答

総
務
費

民
生
費

衛
生
費



生ごみ回収容器

スクールバス

歴史みらい館
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企
業
申
請
が
多
く
な
っ

　
　

て
い
る
。

　
　
　

竹
ノ
内
処
分
場
を
今
後
ど

　
　

う
す
る
か
の
話
は
出
て
い
る

か
。

　
　
　

県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は

　
　

今
後
廃
止
す
る
方
向
に
あ

る
が
、
町
は
引
き
続
き
住
民
の

安
全
確
保
に
努
め
る
。

　
　
　

生
ご
み
再
生
に
係
る
実
証

　
　

実
験
は
い
つ
ま
で
行
う
の

か
。

　
　
　

小
泉
西
町
地
区
は
、
令
和

　
　

７
年
度
で
終
了
予
定
だ
っ
た

が
、
地
区
か
ら
の
要
望
で
延
長
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

農
業
者
年
金
の
加
入
者
68

　
　

人
は
、
令
和
７
年
度
に
加

入
し
た
も
の
か
。

　
　
　

現
在
の
全
加
入
者
が
68
人

　
　

で
令
和
７
年
度
中
の
新
規
加

入
者
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　
　
　

畜
産
農
家
へ
の
補
助
金
が

　
　

少
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
。

　
　
　

今
後
は
畜
産
農
家
の
研
修

　
　

会
な
ど
を
踏
ま
え
、
畜
産
振

興
に
取
り
組
む
。

　
　
　

町
内
の
非
農
地
判
断
に
お

　
　

い
て
、
面
積
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　

町
内
で
92　

程
に
な
る
。

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

      

で
辞
め
る
方
が
増
え
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
理
由
は
何
か
。

　
　
　

入
会
・
退
会
は
会
員
の
本    

     

人
の
意
思
で
あ
り
、
尊
重
し

て
い
る
。

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

       

に
お
け
る
町
と
民
間
か
ら
の

受
注
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何
件
か
。

　
　
　

町
１
４
５
件
、
民
間
４
２

　
　

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

の
年
間
の
稼
働
人
数
、
受
注

数
は
減
っ
て
い
る
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
営
業
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

企
業
へ
の
営
業
活
動
は
行

　
　

っ
て
い
な
い
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転

　
　

手
は
何
人
確
保
で
き
て
い

る
の
か
。

　
　
　

常
時
５
人
と
予
備
員
の
３

　
　

人
、合
計
８
人
で
対
応
し
て

い
る
。

　
　
　

学
校
の
教
職
員
の
人
数

　
　

は
足
り
て
い
る
の
か
。

　
　
　

現
在
は
足
り
て
い
る
。

　
　
　

給
食
の
地
産
地
消
率
が

　
　

13
・
３
％
と
あ
る
が
、
地
元

農
家
か
ら
ど
の
よ
う
に
調
達
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　

農
家
の
高
齢
化
・
生
産
者

　
　

減
少
も
あ
り
、
地
産
地
消
率

が
伸
び
な
い
。
村
田
町
ふ
る
さ
と

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
と
打
ち

合
わ
せ
し
、
食
材
確
保
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

学
校
な
ど
の
施
設
で
の
放

　
　

射
線
測
定
は
い
つ
か
ら
行
っ

て
い
な
い
の
か
。

　
　
　

令
和
６
年
度
か
ら
実
施
し

　
　

て
い
な
い
。

　
　
　

不
登
校
の
生
徒
へ
の
対
応
は

　
　

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
職
員
３
人

　
　

を
配
置
し
て
お
り
、
小
・
中

学
校
に
訪
問
し
指
導
支
援
を
し
て

い
る
。

　
　
　

歴
史
み
ら
い
館
の
入
館
者

　
　

数
が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ
て
か

　
　

ら
、
徐
々
に
人
が
戻
っ
て
き

て
い
る
。
館
内
イ
ベ
ン
ト
も
少
し

ず
つ
増
や
し
て
い
る
。

　
　
　

歴
史
み
ら
い
館
の
図
書
が

　
　

少
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
充
実
を
図
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

年
に
２
回
、
話
題
の
新
刊

　
　

を
購
入
し
図
書
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。　
　
　

ha

農
林
水
産
費

問問

問 問問

問

問

問問

問問問問

答 答

答

答答

答答答

問問 答答

答

答

答答答

答

労
働
費

教
育
費



えずこホール（仙南芸術文化センター）
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二
十
歳
を
祝
う
会
を
町
民

　
　

体
育
館
か
ら
え
ず
こ
ホ
ー
ル

に
し
た
理
由
は
。

　
　
　

体
育
館
改
修
予
定
の
た
め

　
　

と
、
え
ず
こ
ホ
ー
ル
利
活
用

の
た
め
に
会
場
変
更
し
た
。

　
　
　

二
十
歳
を
祝
う
会
で
の
え

　
　

ず
こ
ホ
ー
ル
の
使
用
料
な
ど

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

構
成
市
町
で
あ
り
、
減
免
申

　
　

請
も
で
き
、
使
用
料
は
か
か
ら

な
い
。

 　
　
　

町
営
住
宅
は
、
ど
こ
の
住

　
　

宅
を
修
繕
し
た
の
か
。

　
　
　

木
造
住
宅
の
新
石
生
住

　
　

宅
、
川
畑
住
宅
が
多
い
。

　
　
　

道
路
維
持
補
修
経
費
に
お
い

　
　

て
、
予
算
と
決
算
に
差
が
あ
る

が
な
ぜ
か
。

　
　
　

繰
越
明
許
費
に
よ
る
も

　
　

の
で
あ
る
。

　
　
　

河
川
費
の
除
草
業
務
委
託
の

　
　

内
容
は
。

　
　
　

荒
川
を
は
じ
め
と
す
る

　
　

一
級
河
川
５
河
川
の
除

草
で
あ
り
、
町
民
の
生
活
エ

リ
ア
に
密
着
し
て
い
る
場
所

を
重
点
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

荒
川
の
内
側
は
刈
っ
て
い
る

　
　

が
、
土
手
の
外
側
は
刈
っ
て
い

な
い
。
ど
う
い
う
基
準
で
刈
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　

河
川
堤
防
の
刈
り
払

　
　

い
の
範
囲
は
、
川
の
流

れ
る
側
が
基
本
と
な
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
最
終

日
の
９
月
16
日
に
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、町
道
千
塚
竹
ノ
内

線
、薄
木
地
区
産
業
用
地
の
状
況

を
調
査
し
ま
し
た
。

完成した町道千塚竹ノ内線

造成中の薄木地区産業用地

令和７年度各種会計歳入歳出決算認定に対する意見
１．村田町財政健全化計画は最終年度を終えたが、これまでの取組による成果と課題を踏まえ、今後も持

続可能で健全な財政運営に努められたい。
２．地区等敬老会事業について、地域の実情を踏まえ、事業の目的を改めて整理するとともに、既存の高
齢者福祉事業等との連携も含め、今後のあり方を検討されたい。

３．小・中学校の再編に向けて、計画された統合時期を見据え、事業を取り巻く環境の変化に適切に対応
しながら、児童生徒の安全と教育環境を第一に、着実な事業の推進に努められたい。

村田町議会決算審査特別委員会　委員長 山家　大

問問

問問

問 問答答

答

答

答

答 土
木
費
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一般質問とは、議員が町長や教育長などの執行機関に対し、事務の
執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問を質すこと、ある
いは報告や説明を求めることを言います。

一般質問とは？

● 山 家　寛 二 議員 （19ページ）
１．旧第三小学校跡地利用と廃校予定学校の使途は

● 太 田　初 美 議員 （17ページ）
１．町民体育館の耐震化・大規模改修工事について

● 村上　　 登 議員 （18ページ）
１．町内の交通量の変化に伴う交通安全対策や地域活性化
　対策について
2．小・中学校の統合に伴う諸問題について

● 髙 橋　　 勝 議員 （20ページ）
１．町が管理している街路樹などの安全対策は

● 大久保  廣信 議員 （16ページ）
１．村田町の成長戦略は

9
月
議
会
一
般
質
問

ズ
バ
リ
！ 

町
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！ 

町
政
を
問
う

● 菊 地　睦 夫 議員 （21ページ）
１．災害時における自治体間の支援方針について



注：

物流DX拠点→ デジタルを活用して物流が効率化され
た拠点

フードテック→「Food（フード）」と「Technology（テ
クノロジー）」を組み合わせた造語で、
食分野の課題を解決する最先端の技術
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村
田
町
は
農
地
・
水
資
源

に
恵
ま
れ
、
仙
台
圏
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
良
好
で
あ
る
。
植

物
工
場
や
陸
上
養
殖
な
ど
の

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
産
業
誘
致
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
植
物
工
場
や
陸
上
養
殖

な
ど
、
食
糧
の
安
定
供
給
や

生
産
性
の
向
上
、
新
た
な
付

加
価
値
の
創
出
に
つ
な
が
る

分
野
と
し
て
今
後
の
成
長
が

期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　
本
町
の
地
域
資
源
や
立
地

条
件
と
の
適
合
性
を
見
極
め

な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

　

村
田
町
と
し
て
、
物
流

D
X
拠
点
や
共
同
配
送
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
産
業
政
策
と

し
て
位
置
づ
け
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
本
町
は
、
村
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、
菅
生
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
村
田

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
、

物
流
面
に
お
い
て
一
定
の
優

位
性
を
有
し
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　
本
町
の
地
理
的
特
性
は
今

後
の
産
業
振
興
を
進
め
る
上

で
、
強
み
の
一
つ
に
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
地
理
的

特
性
を
活
か
し
た
産
業
展
開

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

　

仙
台
圏
に
は
材
料
系
企
業

や
東
北
大
学
の
研
究
基
盤
が

あ
り
、
村
田
町
で
も
小
規
模

な
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
や
部
素

材
加
工
の
誘
致
が
可
能
と
考

え
る
。

　

町
と
し
て
重
要
鉱
物
リ
サ

イ
ク
ル
や
部
素
材
産
業
の
誘

致
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
県
内
に
は
大
学
な
ど
の
研

究
機
関
や
製
造
業
を
は
じ
め

と
す
る
産
業
基
盤
が
あ
り
、

本
町
と
し
て
も
重
要
鉱
物
リ

サ
イ
ク
ル
や
部
素
材
加
工
を

含
め
、
産
業
振
興
を
考
え
る

上
で
注
視
す
べ
き
分
野
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
　
般
　
質
　
問

大久保 廣信議員
おおくぼ ひろのぶ

村田町の成長戦略は

Q 

国
家
成
長
戦
略
に
お

け
る
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
産

業
を
誘
致
す
る
考
え
は

Q 

好
ア
ク
セ
ス
を
活
か

し
た
物
流
拠
点
な
ど
を

整
備
す
る
考
え
は

Q 

マ
テ
リ
ア
ル
分
野
の

産
業
を
誘
致
す
る
考
え

は

A 

本
町
の
適
合
性
を
見
極

な
が
ら
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
す
る

A 

立
地
特
性
を
活
か
し
た

産
業
展
開
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
す
る

A 

総
合
的
に
勘
案
し
立
地

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

て
い
る

質
問
１

質
問
2

質
問
3

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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一
　
般
　
質
　
問

町民体育館の耐震化・
大規模改修工事について

　

工
事
着
手
の
見
通
し
は
、

い
つ
な
の
か
。

　

設
計
か
ら
示
さ
れ
る
事
業

費
は
、
物
価
高
騰
や
人
件
費

を
含
め
想
定
を
上
回
る
事
業

費
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
施
設
内
容
の
精
査
・
確

認
を
し
て
工
事
着
手
の
時
期

を
検
討
し
て
い
く
。

　

耐
震
対
策
・
空
調
設
備
・

照
明
関
係
な
ど
、
全
て
の
事

業
が
完
了
す
る
ま
で
に
、
ど

れ
く
ら
い
の
期
間
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

　

設
計
は
出
来
上
が
っ
て
い

る
の
で
、
工
事
期
間
は
約
２

年
間
と
見
て
い
る
。

　

耐
震
化
に
伴
う
実
施
設
計

が
出
来
上
が
っ
て
い
る
が
、

大
規
模
改
修
に
伴
う
事
業
総

額
は
い
く
ら
か
。

　

工
事
発
注
前
と
い
う
事
で

答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。
た

だ
町
長
が
答
弁
し
た
よ
う

に
、
想
定
を
上
回
る
額
と
な

っ
て
い
る
。

　

体
育
館
は
、
指
定
管
理
に

よ
る
管
理
運
営
を
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
委
託
し
て
い
る

が
、
体
育
館
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
12
月
ま
で
埋
ま
っ
て
い

る
。
体
育
館
の
使
用
制
限
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
側
と
、

ど
う
協
議
を
進
め
て
い
る
の

か
。

　

耐
震
対
策
事
業
が
着
手
さ

れ
る
ま
で
の
間
は
、
体
育
館

の
利
用
制
限
は
し
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
工
事
に
着
手

と
な
っ
た
場
合
、
代
替
え
場

所
の
確
保
な
ど
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
民
体
育
館
は
、
指
定
避

難
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
で
あ

り
、
社
会
的
イ
ベ
ン
ト
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。
児
童
館
の
移
転
と
大
規

模
改
修
を
早
期
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

　

耐
震
対
策
事
業
費
は
、
当

初
金
額
の
４
倍
に
跳
ね
上
が

っ
て
い
る
。
耐
震
対
策
の
他

に
、
学
校
校
舎
建
設
も
控
え

て
お
り
、
長
期
的
な
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

　

体
育
館
内
に
設
置
し
て
い

る
児
童
館
を
旧
村
田
診
療
所

一
階
に
移
転
す
る
計
画
が
遅

れ
て
い
る
。
何
年
度
の
供
用

開
始
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

　

早
期
に
改
修
、
移
転
を
行

い
た
い
が
、
財
源
の
確
保
と

事
業
の
優
先
順
を
整
え
て
議

会
に
説
明
し
た
い
。
供
用
開

始
の
年
度
は
答
弁
を
差
し
控

え
た
い
。

太 田 初 美議員
おおた はつみ

質
問

追
質
問

追
質
問

追
質
問

追
質
問

追
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

生
涯
学
習
課
長
答
弁

生
涯
学
習
課
長
答
弁

生
涯
学
習
課
長
答
弁

総
務
課
長
答
弁

Q 

町
民
体
育
館
の
耐
震

化
・
大
規
模
改
修
工
事

の
詳
細
は

A 

耐
震
対
策
工
事
内
容

は
、「
柱
の
補
強
」「
屋
根
荷

重
軽
減
」「
屋
根
架
構
の
補

強
」で
あ
る
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町
を
通
過
す
る
車
両
が
多

く
な
り
経
済
活
動
に
影
響
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
活
性
化

対
策
は
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

　
企
業
誘
致
な
ど
の
産
業
振

興
を
進
め
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
雇
用
の
創
出
、
地
域
の

賑
わ
い
、
商
店
街
の
活
性
化

を
進
め
て
い
く
。

　

町
内
の
商
店
街
活
性
化
及

び
道
の
駅
活
性
化
を
図
る
た

め
農
産
物
生
産
者
が
共
同
で

使
用
で
き
る
加
工
施
設
の
新

設
は
考
え
て
い
る
か
。

　
加
工
物
の
生
産
に
捉
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
町
の
地
域
資

源
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
軸
と
し
て
、
町
の

特
産
物
の
開
発
に
努
め
活
性

化
を
図
り
た
い
。

　　

小
池
地
区
か
ら
は
上
り
勾

配
で
通
学
路
交
差
点
が
見
に

く
く
な
っ
て
い
る
。
冬
期
間

の
下
校
時
に
は
暗
く
な
る
こ

と
か
ら
安
全
対
策
を
伺
う
。

　
各
関
係
機
関
と
協
議
し
通

学
路
の
安
全
を
確
保
し
て
い

き
た
い
。

　
建
設
時
期
と
さ
れ
る
令
和

13
年
時
点
で
は
諸
条
件
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
設
計
変
更

が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い

か
、
伺
う
。

　
可
変
性
の
あ
る
教
室
や
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど

を
検
討
し
、
時
代
と
と
も
に

変
化
す
る
教
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
。

　
適
性
規
模
校
と
し
て
建
築

し
た
場
合
、
児
童
の
減
少
に

対
応
で
き
る
の
か
、
更
に
校

庭
の
な
い
学
校
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
、
そ
の
対
応
を
伺
う
。

　
校
舎
の
跡
地
や
民
有
地
の

取
得
な
ど
も
含
め
て
、
敷
地

内
の
活
用
も
検
討
し
、
ミ
ニ

校
庭
や
緊
急
時
の
広
場
な
ど

の
確
保
も
検
討
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
か
ら
の
提
言

は
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た

の
か
。

　
教
育
委
員
会
及
び
総
合
教

育
会
議
な
ど
で
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
適
正
規
模
校
を
選

択
し
た
。

　
教
育
委
員
の
提
言
は
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。

　

統
合
中
学
校
の
建
設
は
、

新
た
な
建
設
用
地
を
選
定
し

て
は
。

　
現
在
地
か
ら
他
の
場
所
へ

の
新
築
は
、
時
間
と
莫
大
な

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
困

難
と
判
断
し
た
。

　

統
合
中
学
校
の
基
本
計
画

と
そ
の
構
想
は
。

　
施
設
配
置
・
規
模
・
施
設

間
の
動
線
、
防
犯
対
策
な
ど

の
安
全
面
、
財
政
面
、
敷
地

の
有
効
活
用
と
と
も
に
将
来

の
生
徒
数
や
教
育
環
境
の
変

化
に
も
対
応
で
き
る
安
全
で

質
の
高
い
教
育
環
境
の
確
保

を
図
っ
た
。

一
　
般
　
質
　
問

村 上 　 登議員
むらかみ のぼる

町内の交通量の変化に伴う交通安全
対策や地域活性化対策について

1.

小・中学校の統合に伴う諸問題について2.

小
・
中
学
校
の
統
合
に
伴

う
諸
問
題
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問
１

質
問
2

質
問
3

質
問
4

町
長
答
弁

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
総
務
課
長
答
弁

教
育
総
務
課
長
答
弁

追
質
問

追
質
問

Q 

都
市
計
画
道
路
小
池

石
生
線
の
供
用
時
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
は

Q 

中
学
校
の
登
下
校
時

の
交
通
安
全
対
策
は

A 

学
校
下
交
差
点
に
歩
行

者
用
信
号
機
を
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
安
全
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

A 

定
期
的
な
巡
回
、
街
路

指
導
を
実
施
し
安
全
確
保

に
努
め
る
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一
　
般
　
質
　
問

旧第三小学校跡地利用と
廃校予定学校の使途は

山 家 寛 二議員
やんべ かんじ

　

利
活
用
策
の
活
動
と
、
こ

れ
ま
で
の
協
議
経
過
を
伺

う
。

　

昨
年
第
１
種
住
居
地
域
に

見
直
し
を
図
り
、
併
せ
て
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も

見
直
し
を
し
て
お
り
、
町
全

体
を
俯
瞰
し
た
都
市
計
画
の

将
来
像
を
見
据
え
て
検
討
し

て
い
る
。

　

旧
第
三
小
学
校
跡
地
の
維

持
管
理
費
は
、
年
間
い
く
ら

か
か
り
、
廃
校
か
ら
こ
れ
ま

で
い
く
ら
か
か
っ
た
の
か
。

　

公
共
施
設
の
建
物
保
険
代

と
し
て
年
間
10
万
円
程
度
、

除
草
代
・
燃
料
代
な
ど
若
干

の
維
持
管
理
費
が
あ
る
。

　

使
用
さ
れ
て
い
な
い
校
舎

の
解
体
つ
い
て
、
想
定
さ
れ

る
概
算
費
用
は
い
く
ら
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　

仮
に
解
体
決
定
判
断
し
た

際
に
、
詳
細
設
計
を
組
み
、

諸
事
情
に
あ
っ
た
費
用
・
経

費
な
ど
を
お
示
し
し
た
い
。

　

小
学
校
跡
地
利
用
策
が
い

ま
だ
具
体
的
進
展
が
な
い
状

況
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

過
去
に
第
四
小
、
第
五
小

学
校
売
却
事
例
が
あ
っ
た

が
、
都
市
計
画
の
将
来
像
を

念
頭
に
町
民
、
行
財
政
運
営

に
有
益
な
土
地
利
用
政
策
に

努
め
る
。

　

今
後
、
廃
校
予
定
で
あ
る

第
二
小
、
第
二
中
学
校
跡
地

利
用
策
を
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

現
時
点
で
は
、
活
用
方
法

は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
今

後
施
設
状
態
の
把
握
と
、
国

庫
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
た

整
備
に
備
え
、
地
域
住
民
と

意
見
交
換
し
、
幅
広
い
選
択

肢
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

２
年
以
内
に
第
二
小
、
第

二
中
学
校
の
廃
校
が
加
わ
る

こ
と
で
跡
地
利
活
用
の
基
本

計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　

第
二
小
、
第
二
中
学
校
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
区

の
方
々
と
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
検
討
し
た
い
。

　

廃
校
予
定
２
校
を
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
や
防
災
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
と
し

て
設
け
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

　

行
政
的
利
活
用
や
民
間
的

利
活
用
な
ど
、
い
か
に
沼
辺

地
区
に
合
っ
た
施
設
が
必
要

か
今
後
、
公
共
施
設
も
含
め

利
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　

今
後
、
廃
校
後
に
つ
い
て
、

新
た
な
住
民
説
明
会
を
開
く

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
意
向
や

ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
学
校
活

用
と
考
え
て
い
る
。

質
問
1

質
問
2

追
質
問

追
質
問

追
質
問

追
質
問

追
質
問

追
質
問

町
長
答
弁

教
育
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁

財
政
課
長
答
弁

教
育
総
務
課
長
答
弁

Q 

旧
第
三
小
学
校
跡
地
利

用
の
進
捗
は

Q 

廃
校
予
定
２
学
校
の
利

活
用
策
は

A 

現
時
点
で
は
ま
だ
お
示

し
出
来
な
い
状
況
で
あ
る

A 

将
来
的
活
用
ビ
ジ
ョ
ン

計
画
を
オ
ー
ル
村
田
で
検

討
し
た
い



城山通りの街路樹

塩内公園内の公園樹

20村田町議会だより　第152号

　

街
路
樹
や
公
園
樹
の
倒
木

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
道

路
を
ふ
さ
ぐ
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
車
両
や
人
的
被
害
に

つ
な
が
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。

自
然
災
害
は
完
全
に
防
ぐ
こ

と
は
非
常
に
困
難
だ
が
、
事

前
の
備
え
や
適
切
な
管
理
で

被
害
を
あ
る
程
度
予
測
し
、

最
小
限
で
抑
え
る
こ
と
は
充

分
に
可
能
と
考
え
る
。

　

一
方
で
、
街
路
樹
な
ど
は

排
気
ガ
ス
や
騒
音
の
軽
減
、

日
差
し
を
遮
る
木
陰
の
創
出
、

緑
化
に
よ
る
美
し
い
景
観
の

形
成
な
ど
、
防
災
や
地
球
温

暖
化
対
策
、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
に
お
い
て
本
町
に

お
い
て
も
、
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　

町
が
維
持
管
理
し
て
い
る

町
道
及
び
都
市
公
園
に
お
い

て
、
街
路
樹
な
ど
が
お
お
よ

そ
何
本
植
え
ら
れ
て
い
る
の

か
。

　

路
線
数
５
路
線
の
合
計
で

約
３
０
０
本
、
都
市
公
園
で

管
理
す
る
中
・
高
木
の
本
数

は
、
公
園
５
カ
所
で
合
計
約

８
０
０
本
で
あ
る
。

　

道
路
沿
い
の
街
路
樹
の
な

か
に
は
交
通
の
妨
げ
に
な
り

う
る
箇
所
や
枯
れ
て
人
的
被

害
に
つ
な
が
り
う
る
箇
所
な

ど
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
現

在
の
点
検
実
施
状
況
と
、
倒

木
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所

へ
の
対
策
は
。

　

台
風
や
強
風
な
ど
の
激
甚

化
に
伴
い
、「
倒
木
」
や
「
枝

の
落
下
」
に
よ
る
事
故
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
適
切
な
維
持
管
理
と

安
全
確
保
を
両
立
を
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

都
市
公
園
は
、
巡
回
点
検
を

実
施
し
、
老
木
の
伐
採
・
更

新
を
計
画
的
に
進
め
る
。
日

常
的
な
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

剪
定
な
ど
を
通
じ
て
、
樹
木

の
状
況
を
把
握
し
、
枯
れ
枝

や
腐
食
、
病
害
な
ど
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
剪
定
や
伐
採
な
ど
を
し

て
、
安
全
確
保
に
努
め
る
。

　

１
年
間
で
ど
の
く
ら
い
伐

採
し
た
の
か
。

　

令
和
７
年
度
は
相
山
公
園
・

城
山
公
園
・
塩
内
公
園
で
約

50
本
伐
採
し
た
。
町
道
５
路

線
に
つ
い
て
は
、
植
樹
帯
と

路
側
帯
で
把
握
す
る
の
が
難

し
い
。

一
　
般
　
質
　
問

町が管理している街路樹
などの安全対策は

髙 橋 　 勝議員
たかはし まさる

質
問
2

質
問
1

町
長
答
弁

町
長
答
弁

建
設
水
道
課
長
答
弁

追
質
問

Q 

町
が
維
持
管
理
す
る

町
道
、
都
市
公
園
で
の

街
路
樹
の
本
数
は

A 

５
路
線
約
３
０
０
本
、

公
園
５
カ
所
約
８
０
０
本

で
あ
る

Q 

街
路
樹
の
点
検
実
施

状
況
と
対
策
は

A 

巡
回
点
検
を
実
施
し
、

必
要
に
応
じ
て
剪
定
や
伐

採
な
ど
を
講
じ
、
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
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一
　
般
　
質
　
問

災害時における自治体間
の支援方針について

　

７
月
28
日
に
発
生
し
た
令

和
８
年
熊
本
地
震
の
よ
う

に
、
国
内
で
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
自
治
体

間
の
支
援
は
大
変
重
要
な
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
「
心
の
支
援
」
は
、
孤

立
感
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
で

あ
る
。
発
災
直
後
に
大
量
の

手
紙
を
送
る
こ
と
は
、
現
地

の
役
場
の
負
担
に
な
る
と
い

う
課
題
も
あ
る
た
め
、
現
地

の
イ
ン
フ
ラ
や
生
活
が
落
ち

着
き
、
相
手
方
の
負
担
や
迷

惑
に
な
ら
な
い
方
法
で
、
励

ま
し
の
言
葉
や
気
持
ち
を
届

け
る
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要

だ
と
考
え
る
。

　

国
内
で
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
際
、
本
町
と
し
て
行

政
職
や
保
健
師
な
ど
の
職
員

の
派
遣
や
現
地
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
物
資
支
援
を
迅
速
に

行
う
た
め
の
基
準
や
方
針
に

つ
い
て
。

　

熊
本
地
震
の
被
災
者
を
支

援
す
る
た
め
に
７
月
31
日
か

ら
10
月
30
日
ま
で
の
間
、
町

内
5
カ
所
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
お
り
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
と
し
た
兵
庫
県
多

可
町
と
の
災
害
時
相
互
応
援

協
定
に
基
づ
き
職
員
の
派

遣
、
食
料
な
ど
を
含
む
資
機

材
の
提
供
を
は
じ
め
と
し
た

支
援
体
制
の
構
築
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
内
で
の
大
規
模
災
害
発

生
時
に
は
、
総
務
省
が
定
め

る
応
急
対
策
職
員
派
遣
制
度

に
よ
っ
て
、
直
近
で
は
能
登

半
島
地
震
の
際
に
職
員
４
名

を
派
遣
し
、
避
難
所
運
営
及

び
罹
災
証
明
書
発
行
の
業
務

で
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

村
田
町
民
か
ら
被
災
地
に

向
け
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

町
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
届

け
る
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い

て
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
す

る
応
援
の
気
持
ち
は
大
変
尊

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
町
が
町
民
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
括
し
て

取
り
ま
と
め
、
被
災
地
自
治

体
へ
届
け
る
仕
組
み
を
設
け

た
場
合
、
受
け
入
れ
る
側
に

お
い
て
内
容
確
認
や
整
理
、

保
管
、
配
布
な
ど
の
事
務
負

担
が
生
じ
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。

　

現
時
点
で
は
町
と
し
て
新

た
な
取
り
ま
と
め
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
に
は
慎
重

に
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

菊 地 睦 夫議員
きくち むつお

質
問
1

質
問
2

町
長
答
弁

町
長
答
弁

A 

町
内
５
カ
所
に
募
金
箱

の
設
置
を
し
た

A 

被
災
地
自
治
体
に
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
慎
重

に
対
応
し
た
い

Q 

こ
の
度
の
熊
本
地
震
の

際
に
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
を
行
っ
た
か

Q 

災
害
の
復
興
に
は「
物

の
復
興
」
だ
け
で
は
な
く

『
心
こ
そ
大
切
な
り
』
の

「
心
の
支
援
」
が
大
事
で

あ
る
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整列する消防団員

■
消
防
団
に
つ
い
て

　

団
員
の
高
齢
化
に
伴
い
退
団

者
が
増
加
す
る
一
方
で
若
年
層

人
口
の
減
少
、
就
業
者
に
お
け

る
被
雇
用
者
が
占
め
る
割
合
の

増
加
な
ど
、
以
前
か
ら
消
防
団

員
の
入
団
対
象
と
な
っ
て
い
た

層
か
ら
の
入
団
者
確
保
を
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

消
防
団
員

　

条
例
定
数　

２
７
０
人

　

団
員
実
数　

２
２
１
人

　
（
内
女
性
団
員
８
人
、
役
場

班
員
20
人
）（
再
任
用
団
員

数
４
人
）

　

合
計
２
２
５
人

　

充
足
率
83
・
３
％

　

分
団
数　

５
分
団　

29
班

■
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住

民
が
自
主
的
に
連
携
し
て
、
防

災
活
動
を
行
う
組
織
で
あ
り
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
、
連

帯
感
に
基
づ
き
、
自
主
的
に
結

成
す
る
組
織
で
あ
り
、
災
害
に

よ
る
被
害
を
予
防
し
、
軽
減
す

る
た
め
の
活
動
を
行
う
組
織
で

あ
る
。

　

現
在
、
各
行
政
区
21
地
区
の

す
べ
て
で
結
成
さ
れ
て
い
る
。

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
構
成

は
全
戸
加
入
と
な
っ
て
い
る

○
委
員
会
所
見

　

消
防
団
員
の
加
入
促
進
に
つ

い
て
は
、
処
遇
改
善
、
装
備
の

近
代
化
、
再
任
用
制
度
な
ど
の

導
入
を
図
り
消
防
団
員
不
足
の

解
消
に
向
け
て
、
更
な
る
改
善

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

近
年
の
豪
雨
災
害
は
地
域
的

に
発
生
す
る
線
状
降
水
帯
に
よ

り
短
時
間
に
大
量
の
降
水
と
な

り
大
規
模
な
災
害
の
発
生
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　

水
害
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図

る
た
め
水
防
訓
練
な
ど
を
定
期

的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

消防防災・交通安全及び防犯について（8月7日実施）

商工労働・観光行政について（8月6日実施）

１
．
商
工
行
政
に
つ
い
て

＊
令
和
７
年
度
村
田
町
商
工
会
実
績

一
般
会
員
数　
　
　
　

２
７
５
人

商
工
業
者
数　
　
　
　

４
３
３
人

組
織
率　
　
　
　
　
　

63
・
５
％

（
一般
会
員
数
／
商
工
業
者
数
）

宮
城
県
仙
南
地
域
企
業
誘
致
促

進
協
議
会

　

令
和
６
年
９
月
４
日
に
仙
南
２

市
７
町
で
組
織
す
る
「
宮
城
県

仙
南
地
域
企
業
誘
致
促
進
協
議

会
」
を
設
立
。
仙
南
地
域
への
企

業
誘
致
に
向
け
、
企
業
誘
致
の

動
向
や
課
題
な
ど
に
関
す
る
情

報
共
有
及
び
意
見
交
換
な
ど
を

実
施
。

薄
木
地
区
産
業
用
地
の
造
成
に

よ
る
企
業
誘
致

＊
薄
木
地
区
産
業
用
地
概
要

所
在
地　

村
田
町
大
字
薄
木
地
内

造
成
面
積　
　
　
　

約
７
・
８
ｈａ

分
譲
予
定
面
積　
　

約
４
・
３
ｈａ

２
．
労
働
行
政
に
つ
い
て

高
齢
者
雇
用
対
策

　
一
般
社
団
法
人
村
田
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
及
び

地
域
社
会
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

＊
令
和
７
年
度
実
績

会
員
数　
　
　
　
　
　

１
４
９
人

就
業
延
人
員
数　
　

６
１
０
６
人

事
業
実
績
（
受
託
契
約
金
額
）

　
　
　
　
　

４
６
４
０
万
８
千
円

３
．
観
光
行
政
に
つ
い
て

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

　

本
町
の
歴
史
的
資
源
を
活
用

し
た
観
光
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、
総
務
省
の
「
地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
を
活
用
し
、

民
間
企
業
や
地
域
住
民
が
参
画

す
る
「
一
般
社
団
法
人
村
田
町
未

来
創
生
会
議
」
を
令
和
８
年
８

月
に
設
立
す
る
。

○
委
員
会
所
見

　

商
工
行
政
に
お
い
て
は
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
の
社
会
を
迎
え
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
「
宮
城

県
仙
南
地
域
企
業
誘
致
促
進
協

議
会
」
の
活
動
を
よ
り
活
発
化
さ

せ
、
県
や
国
に
対
す
る
強
力
な
ア

ピ
ー
ル
を
行
う
よ
う
求
め
た
い
。

　

労
働
行
政
に
お
い
て
は
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
対
し

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
就
業
機
会

を
均
等
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
高

齢
者
雇
用
対
策
に
取
り
組
み
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
さ
れ

た
い
。

　

観
光
行
政
に
お
い
て
は
、
福
島

県
沖
地
震
後
、
修
繕
が
必
要
な

た
め一
般
開
放
し
て
い
な
い
豪
農
の

館
や
、
旧
村
田
町
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
及
び
谷
山
周
辺
に
つ
い
て
、

町
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
、

計
画
的
な
整
備
と
有
効
活
用
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。
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○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

■
決
算
状
況（
令
和
６
年
度
）

　

歳
入
総
額
は
14
億
１
８
６
０

万
１
千
円（
３
・
７
４
％
増
）と

な
り
、被
保
険
者
減
少
や
収
納

率
低
下
に
よ
り
国
保
税
は
減
収

し
た
も
の
の
、国
県
支
出
金
の

増
加
に
よ
り
全
体
と
し
て
は
増

加
し
た
。

　

歳
出
総
額
は
14
億
７
８
５
万

４
千
円（
３
・
８
５
％
増
）で
、保

険
給
付
費
は
令
和
５
年
度
に
続

き
10
億
円
を
越
え
る
高
い
水
準

で
推
移
。な
お
、保
険
税
率
に
つ

い
て
は
県
内
市
町
村
の
平
均
的

な
水
準
を
維
持
。

■
保
険
料
統
一
へ
の
財
政
運
用

　

令
和
12
年
度
の
県
内
保
険
料

統
一
を
見
据
え
、約
２
億
９
０

０
０
万
円
の
財
政
調
整
基
金
を

確
保
し
て
お
り
、制
度
移
行
時

の
負
担
急
増
に
備
え
た
財
政
基

盤
を
構
築
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■
保
険
料
収
納
状
況

　

令
和
６
年
度
の
調
定
額
は
１

億
１
３
０
７
万
円
で
、収
納
率

は
99
・
２
０
％

■
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　

広
域
連
合
か
ら
の
委
託
で
健

康
診
査
を
実
施
。費
用
は
広
域

連
合
が
負
担
。受
診
率
は
向
上

し
て
お
り
、令
和
７
年
度
は
31
・

１
％
。

■
資
格
確
認
書

　

従
来
の
保
険
証
廃
止
に
伴

い
、令
和
７
年
８
月
か
ら「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」は
資
格
確
認
書
へ
統
合

（
区
分
記
載
）さ
れ
、こ
れ
に
伴

う「
交
付
兼
任
意
記
載
事
項
併

記
申
請
」事
務
が
新
た
に
開
始
。

○
委
員
会
所
見

　

国
保
税
の
県
内
統
一
に
向
け

て
は
、急
激
な
負
担
増
の
抑
制

に
努
め
る
と
と
も
に
、税
率
変

動
や
財
政
調
整
基
金
の
動
向
を

速
や
か
に
把
握
・
検
証
し
、町
民

へ
の
丁
寧
な
情
報
発
信
と
適
切

な
財
政
運
営
を
求
め
る
。ま
た
、

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
向

け
た
効
果
的
な
取
り
組
み
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、被
保
険
者

数
や
医
療
費
が
増
大
す
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

も
、今
後
の
動
向
を
注
視
し
必

要
な
議
論
を
深
め
ら
れ
た
い
。

研
修
場
所
：
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

　
　
　
　
　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ

研
修
期
日
：
令
和
８
年
８
月
28
日

研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

＊
研
修
１　

奈
良
県
王
子
町
議
会

広
報
紙
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
そ

の
狙
い
と
効
果
）

　

講
師　

自
治
体
・
議
会
広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

村
田
大
地
氏

　

議
会
広
報
の
現
状
と
課
題
と

し
て
、
発
行
が
目
的
、
読
み
手

を
置
き
去
り
に
、
デ
ザ
イ
ン
を

軽
視
、
編
集
・
文
章
・
レ
イ
ア

ウ
ト
の
研
修
不
足
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、①
コ
ン
セ
プ
ト
・
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
②
議
会
・
事

務
局
双
方
が
Ｕ
Ｄ
思
考
に
③
専

門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る

④
議
員
は
企
画
・
取
材
の
た
め

に
町
に
出
て
い
く
こ
と
。

＊
研
修
２　

議
会
広
報
紙
の
ビ
フ

ォ
ー
ア
フ
タ
ー

　

講
師　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ラ
イ
タ

ー　

丘
村
奈
央
子
氏

　

紙
面
を
見
直
す
、
効
果
的
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
、①
構
造
が

わ
か
る
よ
う
に
、
区
切
り
を
作

る
デ
ザ
イ
ン
に
②
内
容
が
分
か

る
よ
う
に
、太
字
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）

で
大
き
な
見
出
し
に
③
情
報
量

を
な
る
べ
く
減
ら
し
、
端
的
に

表
現
す
る
情
報
に
。
い
か
に
興

味
を
持
っ
て
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
か
が
大
事
。

＊
研
修
３　

川
西
町
議
会　

議
会

だ
よ
り
の
編
集
・
作
成
方
法

　

講
師　

山
形
県
川
西
町
議
会
広

聴
広
報
常
任
委
員
会
委
員
長　

橋
本
欣
一
氏

　

編
集
の
基
本
と
し
て
、①
徹
底

し
た
町
民
目
線
で
、
行
政
用
語
・

議
会
用
語
を
避
け
、
分
か
り
や

す
さ
を
最
優
先
、
専
門
用
語
に

は
必
ず
解
説
（
※
）
を
付
与
②

５
Ｗ
１
Ｈ
の
厳
守
で
、
読
み
手

を
第
一
に
考
え
、
主
語
・
述
語

を
明
確
に
し
た
簡
潔
な
表
現
を

徹
底
③
守
る
べ
き
伝
統
と
し
て
、

編
集
作
業
は
議
員
の
み
で
行
う
。

国保、後期高齢者医療行政について（8月 5日実施）

令
和
８
年
度  

町
村
議
会
広
報
研
修
会



議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
　
鈴
木
　
正
信

　

紅
葉
が
美
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

谷
山
自
然
公
園
・
ダ
ム
湖
周
辺
は
多
く
の

広
葉
樹
が
生
い
茂
り
、
イ
ヌ
ブ
ナ
・
モ
ミ

ジ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
が
一
斉
に
赤
や
黄
色
に

色
づ
き
ま
す
。
11
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
見

頃
を
迎
え
る
の
で
堪
能
し
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。 

さ
て
、
今
号
は
定
例
会
で
の
歳

入
歳
出
決
算
審
査
や
一
般
質
問
を
で
き
る

だ
け
簡
潔
に
と
り
ま
と
め
、
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
心
が
け
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
読
ん
で
も

ら
え
る
「
議
会
だ
よ
り
」
づ
く
り
に
編
集

委
員
一
同
研
鑽
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

発行・編集責任者
議　　長　遠藤　　実

議会広報編集特別委員会
委 員 長　髙橋　　勝
副委員長　山家　寛二
委　　員　加藤喜太郎
委　　員　大久保廣信
委　　員　山家　　大
委　　員　鈴木　　宏
委　　員　鈴木　正信
委　　員　菊地　睦夫
委　　員　村上　　登

本会議の様子をインターネット中継で配信します。

本会議の日程については、
町ホームページの「本会議開催予定表」で

詳しくお知らせしています。

村田町ホームページアドレス（下記）より
https://www.town.murata.miyagi.jp/
コンテンツ「議会」から「議会中継」へ

アクセスしてください。

次の定例会は
12月8日より開会予定です

次の定例会は
12月8日より開会予定です

議会を傍聴しませんか。
議会はどなたでも傍聴できます。
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わ
た
し
の
思
い

わ
た
し
の
思
い

大
端
　
　
威 

さ
ん（
小
泉
中
）

お
お
は
た

た
け
る

　

私
は
、
中
学
一
年
の
秋
に
村
田
町
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
ハ

マ
っ
た
の
が
、
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ

チ
で
す
。
僕
が
一
番
好
き
な
ゲ
ー
ム
が

マ
リ
オ
カ
ー
ト
で
す
。
最
初
は
興
味
本

位
で
買
っ
て
み
た
も
の
で
す
が
、
そ
れ

が
予
想
以
上
に
は
ま
っ
て
、
高
校
生
の

頃
に
実
際
の
レ
ー
ス
も
見
て
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
村
田
町
か
ら
レ
ー
ス
の
無

料
招
待
券
を
頂
き
観
覧
に
行
っ
て
そ
の

魅
力
に
ハ
マ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

行
き
始
め
た
の
が
、Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
で
行
わ

れ
て
い
る
「
全
日
本
ス
ー
パ
ー
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
選
手
権
」で
し
た
。初
め
て
行
っ

た
と
き
は
、
早
さ
と
音
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
毎
年
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ

に
通
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
S
U
G
O
と
村
田
町
に
感
謝
で

す
。

　

ま
た
、
隣
接
し
て
で
き
た
「
Ｓ
Ｕ
Ｇ

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」
で
は
、
村
田
町
の
発
酵

食
品
を
使
っ
た
料
理
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
を
き
っ
か
け
に
レ
ー

ス
に
ハ
マ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

近
は
各
地
の
サ
ー
キ
ッ
ト
に
も
行
っ
て

み
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

使
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
や
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
の
み
な
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
S
U
G
O
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来

る
様
に
村
田
町
の
発
展
の
た
め
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
S
U
G
O
と

　
　
　
　
　     

村
田
町
に
感
謝
を

10月１日付けで職員の異動がありました。
今後ともよろしくお願いいたします。

【前】主　　事 眞　壁　悠　輝
〔健康福祉課主事 へ〕

ま かべ ゆう き

【新】主　　事 小　山　香　純
〔前 生涯学習課主事〕

お やま すみか

議会事務局職員の
異動がありました


